
平成２６年度 第６学年 家庭科 
 

 

家庭科の目標は…  

 
 

「衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，日常生活に必要な基礎的・基本
的な知識及び技能を身に付けるとともに，家庭生活を大切にする心情をはぐくみ，家族
の一員として生活をよりよくしようとする実践的な態度を育てる」ことです。      
 

学年の目標  
 
 ５・６年の２年間を通して段階的に取り扱います。 
 
（１） 衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な活動を通して，自分の成長

を自覚するとともに，家庭生活への関心を高め，その大切さに気付くようにする。
                                                                       
              

（２） 日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け，身近な生活に活
用できるようにする。 

 
（３） 自分と家族などとのかかわりを考えて実践する喜びを味わい，家庭生活をより

よくしようとする実践的な態度を育てる。  
 

口田小学校では，特に…  
 
○ 家庭での生活経験が様々な子どもたちが，自分たちの生活に目を向け，自分と家族

などとの関わりを考えて実践する喜びを味わい，家庭生活をよりよくしようとする態
度を育てるために，子どもたちの生活を基にして学習の計画を立てます。 

○ 「楽しかった」「こんなことが分かった」「家でもやってみよう」ということがたくさん

あるように，実習を多く取り入れ，製作や調理など日常生活に必要な基礎的な技能を繰り

返し指導することで，自分の身の回りの生活に活用できるようにしていきます。 

○ 製作や調理などの体験を通して，生活の中のさまざまな言葉を，実感をともなって理解

する場面を設定し，観察や実習の際のレポート作成や，考察・思考したことを発表する場

面を取り入れ，家庭科のねらいが確実に定着できるようにしていきます。 
 

評価の観点と方法  
 
次のような内容を総合的に組み合わせて評価していきます。 
 ・学習への意欲や関心 ・授業中の態度や発言 ・ノートやプリントの内容 
 ・課題や実習への取り組み状況 ・製作や調理の基礎的な技能 ・テストの結果 
 

保護者の皆様にお願い  
 
☆ 実習の指導においては，安全・衛生面に十分配慮し行います。マスク，三角巾，エ

プロン，手ふきタオルの忘れ物がないよう用意をお願いします。 
☆ 裁縫用具でなくなったものは，その都度各自で購入をしてください。その際記名を

忘れないようお願いします。 
☆ 学校で学習したことを家庭で実践してこそ本当の力となります。学校での実習を一

つのきっかけとして 家庭でも機会を見つけ生活に必要な力を付けられるようにご協
力をお願いします。家族に教えてもらったり喜んでもらったりして，ふれあいの中か
ら学ぶことで家族の一員としての自覚も高まると思います。インタビューや調理の実
践など，家庭の協力をお願いすることも多いと思いますが，どうぞよろしくお願いし
ます。 

 
 



 
年 間 指 導 計 画 （全５５時間） 

 

 月 題材 小題材 学習のねらい 
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七
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１くふうしよ
う朝の生活 

①生活時間を見
直そう 
②共に過ごす時
間をつくろう 
③朝食を考えよ
う 

○生活時間を見直し、朝の生活の仕方や、家族のふれ
あいの時間を工夫することができるようにする。 

○朝食に合う簡単なおかずを考え計画を立てることが
できる。 

○調理方法を考え、簡単なおかずを作ることができる。 
○健康な体をつくり，元気に生活するために，いろい

ろな食品をバランスよく食べることの必要性を理解
する。 

○自分の食事の仕方や栄養的なバランスを考え,より
よい食事をする。 

２きれいにし

ようクリーン

大作戦 
 
 
 
 
 

①身の回りのよ
ごれを調べて
みよう 

②そうじをして
きれいにしよ
う 

③トライ！エコ
生活  

○ごみのしまつや不用品の活用のしかたを工夫
し、環境を考えた生活のしかたがわかる。  
  

○住まい方に関心をもち、工夫してそうじができ
る。 

３暑い季節を

快適に 

①すずしい住まい
方をくふうしよ
う 

②すずしい着方を
くふうしよう 

③洗たくをしてみ
よう 

○すずしい住まい方や衣服の着方に関心をもち身
の回りで，暑い季節を快適に過ごすためにしてい
る工夫を見つけ，自分でできることを考える。 
 
○衣服の手入れに関心をもち、気持ちよくきるた
めの手入れができる。 
 
○衣服の手入れの必要性を理解し，日常着の洗濯
を工夫しておこなうことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
後 
 
 
 
 
 
期 

十

  

 

十

一

  

十
 
二 

４生活を楽し
くしよう ソ
ーイング 

①つくりたいも
のを考え、計画
しよう②くふ
うしてつくろ
う 

③楽しく使おう 

○布を用いた生活に役立つ物の制作に関心をも
ち、工夫して製作ができる。 

○制作の喜びや活用する楽しさがわかる。 

５くふうしよ
う 楽しい食
事 

①バランスのよい

こんだてを考え

よう 
②身近な食品でお

かずをつくろう 
③家族と楽しく

食事をしよう 

○栄養のバランスを考え、１食文の献立を立てること
ができる。 
 
 
○身近な食品を用いて調理計画を立て、簡単なおかず

を作ることができる。 
 
○日常の食事の大切さに気付き楽しく食事をしようと

する。 

一 

６考えよう 
これからの生
活 

①わたしたちの生

活と環境 

②感謝の気持ちを

伝えよう 
③人びとや環境と

のかかわり 

○自分や身近な人びととの生活や環境とのかかわ
りに気付き、快適な生活のしかたを工夫するこ
とができる。 

○近隣の人びととのかかわりについて考え、気持
ちの伝え方が工夫できる。 

○地域で快適に生活するための工夫について考
え、実践しようとする態度を養う。 

二 

三 
成長したわた

したち 

 ２年間の学習をふり返り，自分の成長を自覚し，
できることを家庭で継続実践し，進んで生活に生
かしていこうとする態度を身に付ける。 

   
   



 


